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令和 7年度三重大学医学部附属病院監査委員会報告について 

 

 

 

三重大学医学部附属病院監査委員会規程第 2 条に基づき、監査を実施しましたので、以下のと

おり報告いたします。 

 

 

１．監査の方法 

三重大学医学部附属病院監査委員会規程第 2 条に基づき、三重大学医学部附属病院における医

療に係る安全管理の状況について、以下のとおり管理者等からの説明の聴取及び関係資料の確認、

また、現場を巡視することによって現状を確認する方法により、監査を実施した。 

 

○日 時： 第 1回 令和 7年 10月 6日（月）14：00～16：00 

      第 2回 令和 8年 3月 9日（月）14：30～16：30 

○場 所： 第 1回三重大学医学部附属病院 外来棟 4階看護部研修室 

第 2回三重大学医学部附属病院 外来棟 4階カンファレンス室 3 

○委員長： 鈴木  明（浜松医科大学医学部附属病院 医療安全管理室特任准教授） 

委 員： 片山 眞洋（片山総合法律事務所 弁護士）  

委 員： 小池  敦（三重県立看護大学 看護学部教授） 

委 員： 山﨑 正法（公益財団法人暴力追放三重県民センター 専務理事兼事務局長） 

 

 

２．監査の内容及び結果 

（１）医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置について 

三重大学医学部附属病院における医療に係る安全管理のための体制（医薬品、医療機器、

診療用放射線の安全管理を含む。）の確保に係る措置について、医療安全管理責任者から次の

項目を中心に説明を受け、適正に行われていることを確認した。 

・リスクマネージメントマニュアルの改訂内容 

・ヒヤリハットニュースの発行状況 

  

（２）インシデントレポートの提出状況について 

  インシデントレポートの提出状況を確認し、様々な事案について情報共有が徹底されてお

り適切に運用されていることを確認した。 

 

（３）医療安全に係る報告事案について 

  院内で起こった医療安全に係る報告事案について概要説明とその後の対応策について報告

があり、再発防止に向け迅速に体制の構築を行っていることを確認した。 

 



 

（４）病院立入検査の受検状況について 

  9 月に受検した東海北陸厚生局及び三重県における病院立入検査が実施され、口頭指導で

指摘のあった内容及び対応状況について説明があり、改善状況を確認した。 

 

（５）病院機能評価の受審状況について 

6 月に受審した病院機能評価において、中間的な結果報告で 6 項目が評価 C となったが、

12月に受審した補充的な審査において、うち 5項目は改善が認められたが、文書管理に関す

る項目は C 評価となり、最終結果として条件付認定となったことを確認した。来年度に行わ

れる確認審査に向けて改善の取り組みを行っていることを確認した。 

 

（６）その他 

院内ラウンドにおいて、リハビリテーション部にて設備及び患者に合わせたリハビリテー

ションが実施されていることを確認した。また、駐輪場でのインシデント事例に対し迅速に

対応を行っていることを確認した。 

 

３．総括 

三重大学医学部附属病院の医療安全に係る業務について監査を実施した。適正な管理がなされ

ていると認める。 
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